
主 催 　 真 宗 教 団 連 合

宗祖親鸞聖人御誕生850年 
立教開宗800年
真宗教団連合50周年記念事業 
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2019年

京都市下京区堀川通花屋町上ル＜西本願寺北側＞
会場：西本願寺 聞法会館3階多目的ホール

【 基  調  講  演 】　13：10～

【シンポジウム】　14：20～
コーディネーター：武　田　未来雄 氏
 （真宗大谷派教学研究所所員）

パネリスト：藤　丸　智　雄 氏
 （浄土真宗本願寺派総合研究所副所長）

 本　明　義　樹 氏
 （真宗大谷派聖教編纂室主任編纂研究員）

 清水谷　正　尊 氏
 （真宗高田派・高田短期大学仏教教育研究センター研究員）

お申し込み不要 入場無料

1月16日（水）
13：00～16：00

※お席には限りがございます

講題：親鸞―与格の思想
講師：中島 岳志 氏
　　    （東京工業大学教授）



西本願寺 聞法会館 3階多目的ホール
京都市下京区堀川通花屋町上ル＜西本願寺北側＞

出演者プロフィール

中島 岳志 氏（なかじま  たけし）

プログラム
13時00分  開　会
13時10分  基調講演
 中　島　岳　志 氏（東京工業大学教授）
 講題「親鸞―与格の思想」
14時20分  シンポジウム
 〈コーディネーター〉
 武　田　未来雄 氏（真宗大谷派教学研究所所員）
 〈パネリスト〉
 藤　丸　智　雄 氏（浄土真宗本願寺派総合研究所副所長）
 本　明　義　樹 氏（真宗大谷派聖教編纂室主任編纂研究員）
 清水谷　正　尊 氏（真宗高田派・高田短期大学仏教教育研究センター研究員）
15時50分  閉　会

真宗教団連合事務総局
【お問合せ先】

〒600-8358　
京都市下京区堀川通花屋町下ル  浄土真宗本願寺派宗務所内
TEL：075-371-5181　FAX：075-351-1372　
E-mail：info@shin.gr.jp

ホームページでは、より詳しい内容をご案内しております。
携帯、スマートフォンからのアクセスは、右のQRコードをご利用ください。

会場・アクセス

1975年大阪生まれ。大阪外国語大学卒業。京都大学大学院博士課程修了。北海
道大学大学院准教授を経て、現在は東京工業大学リベラルアーツ研究教育院
教授。専攻は南アジア地域研究、近代日本政治思想。著書に『中村屋のボース―
インド独立運動と近代日本のアジア主義』、『「リベラル保守」宣言』、『親鸞と日
本主義』、『保守と立憲―世界によって私が変えられないために』など多数。

武田 未来雄氏（たけだ  みきお）

1970年京都生まれ。大谷大学大学院博士課程満期
退学。愛知新城大谷大学准教授を経て、現在は真宗
大谷派教学研究所所員。京都教区浄泉寺住職。博士
（文学）。論文に「親鸞における時の問題―曽我量深
の時間論を中心として」、「親鸞における往生表現
の課題―特に〈いたる〉を中心として」など多数。

藤丸 智雄 氏（ふじまる  ともお）
1966年岡山県生まれ。東京大学文学部印度哲
学科卒業。東京大学大学院博士課程印度学仏
教学専攻満期退学。現在、浄土真宗本願寺派総
合研究所副所長、岡山理科大学非常勤講師、武
蔵野大学非常勤講師。専門は中国仏教。主要著
『「般若経典」を読む』(共著、角川学芸出版、 
2007年)、「ボランテイア僧侶―東日本大震災
被災地の声を聞く」(同文館出版、2013年)など。

本明 義樹 氏（もとあき  よしき）
1972年京都生まれ。大谷大学大学院博士課
程満期退学。大谷大学聖教編纂室にて坂東
本『教行信証』等の翻刻事業に従事する。真
宗大谷派教学研究所研究員を経て、現在は
真宗大谷派聖教編纂室主任編纂研究員。真
宗大谷派専光寺住職。博士（文学）。論文に
「親鸞における本願力回向開顕の意義―坂
東本『教行信証』を精読して」など多数。

清水谷 正尊氏（しみずたに  しょうそん）

1970年生まれ。龍谷大学大学院博士課程単
位取得。現在は、真宗高田派教学研究員、高
田短期大学仏教教育研究センター研究員、
同大学非常勤講師、三重看護専門学校非常
勤講師、津中日文化センター講師等。高田派
鑑学・維那助勤。論文に「親鸞における信の
研究」「親鸞浄土教における世界と主体」な
ど多数。

京湯元
ハトヤ瑞鳳閣

京都 緑風荘

龍谷ミュージアム
伝道院

龍谷大学付属平安
中学校・高校

基調講演講師 シンポジウムコーディネーター

シンポジウムパネリスト

シンポジウム開催の趣旨
　近代以降、宗祖親鸞聖人の主著『顕浄土真実教行証文類』（『教行信証』）に関するさまざまな解説書や翻刻書が
世に出されてきました。ところが、その思想が現代社会に広く浸透しているとはいいがたく、書名自体の認知度
も決して高くはありません。
　一方、浄土真宗の教義の根幹をあらわす「他力」（あるいは「他力本願」）という言葉は、「他人任せ」と理解され
るなど、その用法に問題はあるものの、新聞などのメディアで多用され、一般に定着しています。
　このたびのシンポジウムでは、日常語となっている「他力」の深意を『教行信証』にたずね、現代における意義
と可能性を探求いたします。

【真宗教団連合ホームページ】　
http://www.shin.gr. jp/

真 宗 教 団 連 合
1969年、浄土真宗の宗祖親鸞聖人の教えを受け継ぐ真宗教団10派か
らなる連合体として発足。2020年に結成50周年を迎えるにあたり、
2018年4月共同宣言を発表。(詳しくは左記ホームページ参照)

●加盟宗派
　浄土真宗本願寺派（西本願寺）
　真宗大谷派（東本願寺）
　真宗高田派（専修寺）
　真宗佛光寺派（佛光寺）
　真宗興正派（興正寺）

　真宗木辺派（錦織寺）
　真宗出雲路派（毫摂寺）
　真宗誠照寺派（誠照寺）
　真宗三門徒派（専照寺）
　真宗山元派（證誠寺）


